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The purpose of this study is to realize a Reciprocal Frame Structures shaped like dome. In this paper, 
I perforom computational morphogenesis considering the seismic force by computing the equivalent static 
seismic force using the CQC method and adding it to the structure as a static external force. Moreover, Time 
History Response Analysis is performed to examine the validity. Reciprocal Frame Domed Structures. 














的位相最適化を行うことでドーム状 Reciprocal Frame 構
造への影響と，その特性を把握したが，この解析では地震
力が自重に対して小さく，上手く作用しなかったため，ド















Fig. 1 Reciprocal Frame 構造(1) 
 
 




Fig. 3 パラメータ Fig. 4 切欠き比の考え方 
２．理論 
（１） ドーム状 Reciprocal Frame 構造の形状特性 
Fig. 5-8 にドーム状 Reciprocal Frame 構造の各パラメー








0.8(0.5 を除く)まで 0.1 ずつ増やしたものを表している．
交点比が 0.2 から 0.8 に近付くにつれ，ライズが高くなる．
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Y 軸方向は全体が加圧面となり縁端距離がゼロである
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Fig. 5 部材せいによる面積，ライズの変化 
 
Fig. 6 交点比による面積，ライズの変化 
 











ドーム状 Reciprocal Frame 構造についても形状がラチス
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した模擬地震動に建設省告示第 1457 号第 10 で規定され

























の 16 式に示す．Table1 に解析概要を，等価静的地震力の





𝜌 ∙ 𝑀 ∙ 𝑆  (16) 
𝐸：𝑖次振動モードの最大歪みエネルギー  
𝜌 ：𝑖次振動モードの有効質量比  
𝑀 ：全質量  


















90,105,120,150,180,210,240, 270, 300 
部材幅 𝑏 mm ：
90,105,120,150,180,210,240, 270  
交点比∝：0.2,0.3,0.4,0.6,0.7 
切欠き比 𝛽 ： 0.1,0.2,0.3 





























3400N 未満 15 
3400N 以上，5100N 未満 25 
5100N 以上，7500N 未満 30 
7500N 以上，8500N 未満 35 
8500N 以上，10000N 未満 55 
10000N 以上，15000N 未満 90 









パレート解群の個体は，A,B,C,D,E,F,G,H,I,J の 10 個体あ
るが，抽出の順番は被覆面積が最大なものから順に個体
番号付けている．パレート解群の中から，被覆面積最大の












いることが分かる．個体 C は部材せいが 150mm，部材幅
は 240mm と，部材せいは小さいが部材幅は比較的大きな
ものとなった．個体 A に比べて最大歪みエネルギーは 1/3
に抑えられたものの，浮き上がり指標は個体 A よりも大
きくなり，パレート解群の最大値をとっている．個体 D


























   
-6.91 7.46 -8.87 8.27 -12.7 0.0 
最大歪み E 18.2[kN·m] 被覆面積 226[m2] 
浮き上がり指標 295 
個体 A 
   
-2.21 24.6 -2.24 2.98 -6.86 0.0 
最大歪み E 18.2[kN·m] 被覆面積 226[m2] 
浮き上がり指標 295 
個体 C 
   
-0.92 0.97 -0.90 0.83 -2.09 0.0 
最大歪み E 18.2[kN∙m] 被覆面積 226[m2] 
浮き上がり指標 295 
個体 D 
   
-0.12 0.09 -0.12 0.11 -0.19 0.0. 
最大歪み E 18.2[kN·m] 被覆面積 226[m2] 
浮き上がり指標 295 
個体 J 
Fig.12 𝑥, 𝑦, 𝑧方向変位図[cm] 
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を用いて本研究上重要な地震動として，表 3.5 の 5 波と
した．過去における代表的な観測地震波については地域








（Rayleigh 型）とし，減衰定数は 2％として固有周期 0.1sec，
0.7sec に対応させる．クリープの影響やひび割れについて
は瞬時外力のため考慮しないものとする．なお，解析には
汎用解析プログラムソフト MIDAS iGen を使用する． 
 
表 3.5 入力地震動 
地震波名称 最大加速度（gal） 
EL CENTRO 1940 NS 459.9 
TAFT 1952 EW 447.3 




告示波 RN（乱数位相） 502.2 
 












2570 3830 2670 2025 







































(3) “food4Rhino” https://www.food4rhino.com/app/ghpython 
(4) “food4Rhino” https://www.food4rhino.com/app/octopus 
(5) 稲山正弘，木材のめり込み理論とその応用，東京大
学学位論文，1991 







(11) 藤井大地，Excel で解く 3 次元建築構造解析，丸善，
2005 
(12) O.Popovic，RECIPROCAL FRAME STRUCTURES，
1996 
(13) O.Popovic Larsen ， Reciprocal Frame Architecture ，
Elsevier，2008 
(14) J.CHILTON，Development of Timber Reciprocal Frame 
Structures in the UK， IASS 
